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インフラモニタリング技術研究小委員会は，平成 28年 6月に設立され，活動期間を１年延長し，令和元

年 5 月までの計 3 年間，活動を行った．本小委員会では，継続的な維持管理に必要なモニタリング項目・

方法を検討し，地方自治体が管理するインフラについても運用可能な，モニタリングの標準的手法および

継続的な維持管理の予算措置に関する研究を行い，社会基盤施設のライフサイクルを通したデータ管理手

法のコンセプトをまとめた．なお，本委員会の成果は，令和元年 6 月に新たに設立されたインフラライフ

サイクル情報管理研究小委員会にて発展させ，具体化される予定である． 
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1. 研究活動の背景 
 
平成 26 年 6 月に国土交通省の定期点検要領が策定さ

れ，道路インフラについて原則として 5年に 1度の定期

点検が義務づけられた．また，ICT 技術の発展に伴い，

ドローンや車両を用いた点検技術が開発されている．一

方で，道路インフラ自体は，従前どおりの新設あるいは

補修・補強がなされている．このような背景の中，イン

フラモニタリング技術研究小委員会は，平成 28 年 6 月

に設立され，活動期間を１年延長し，令和元年 5月まで

の計 3年間，小委員会活動を行った． 
 
 
2. 活動の概要 
 
(1) 活動期間 

平成 28 年 6 月から令和元年 5 月までの 3 年間におい

て，小委員会（幹事会 7 回，小委員会 22 回）の開催を

中心に活動を行った． 
 
(2) 活動目的 

本小委員会は，地方自治体の維持管理の現状把握調査，

継続的な維持管理に必要なモニタリング項目・方法を検

討し，地方自治体が管理するインフラについても運用可

能な，モニタリングの標準的手法の研究および継続的な

維持管理の予算措置に関する研究を目的とした．  
 
 
3. 研究の概要 

 
本章では，本小員会で検討を行った内容を紹介する．

具体的には，「社会基盤施設の目指す将来像」と，この

将来像を実現するための基盤となる，「社会基盤施設の

ライフサイクルを通したデータ管理手法のコンセプト」

をまとめた． 
 
(1) 目指す将来像 

社会基盤施設の設計・施工のデジタル化は，飛躍的に

発展している．また，社会基盤施設の定期点検が義務化

されたことから，メインテナンスサイクルにおいても，

点検の効率化を目的とした，ロボット，画像処理技術，

AI 技術を活用した装置やシステム開発が進んでおり，

デジタル化された点検データが着実に蓄積されている．

このように，社会基盤施設のライフサイクルを通して，

大量のデジタルデータが生成される時代となっている． 
図-1 は，本小委員会で検討した道路インフラの将来

像であり，現実世界から得られたデータを，仮想世界

（情報ネットワークや計算機内のデジタル世界）で共有

するだけでなく，情報や知識として抽象化し活用する社

会基盤施設を取り巻く Society5.0のイメージである． 
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図-1 Society5.0 のためのインテリジェント・インフラストラクチャ（イメージ図） 
 

 

  
 

図-2  API(Application Programming Interface)でリンクされた Web サービスのイメージ 

 

 

この将来像の実現のためには，社会基盤施設の管理者

が保有するデータ，設計・施工・維持管理に関係した企 
業が保有するデータや解析・分析結果，ICT 企業が有す

るツールが，円滑に流通また活用できる環境が必要であ

る． 
図-2 は， 社会基盤施設のライフサイクルマネジメン

トを支援するための新たなサービスのあり方（ビジネス

モデル）のイメージ図である．本図は，様々な組織が有

するデータや，優れたツールを，Web上でアセンブルす

ることで，サービスを作り上げるイメージである． 
例えば，道路管理機関が保有するデータがオープンデ

ータとなり活用可能となれば，API (Application Program-
ming Interface)を整備することで，各機関が有するデータ

やサービスが容易にリンク可能となり，社会基盤施設の

高度な維持管理を支援できる新たなツールの開発やサー

ビスを構築できる． 

自治体Ａ

・道路台帳（電子ファイル）
・舗装（Excel）
・トンネル（ＤＢ）
・橋梁（ＤＢ）

コンサルＢ

・点検実施・結果
・解析・分析結果

ゼネコンＣ

・施工情報（ＤＢ）

ＩＣＴ企業Ｄ

・モニタリング装置
・情報可視化ツール
・欠陥抽出ツール

Google

・Google map API

Webサービス

地図

スペック/
点検結果

可視化

：各種API
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図-3  社会基盤施設のライフサイクルデータ管理 
 
 

 
 

図-4  現実世界と仮想世界における IDの役割 
 
 

 

(2) ライフサイクルデータ管理の主要なコンセプト 

図-1 や図-2 を実現するには，各組織に蓄積され

たデータまた開発されたツールをサイバーの世界で

リンクさせ，新たなサービスやビジネスを創りだす

ことができるプラットフォームが必須となる．  
高度な社会基盤施設の維持管理を行うためには，

設計，施工，維持管理に関するデータ，すなわち，

ライフサイクルデータを円滑に流通させ，活用する

必要がある．このデータ流通基盤を構築するには，

図-3 に示されるように，社会基盤施設のライフサ

イクルにおいて，共通 ID（不変的なもの）を利用

したデータ管理手法を確立する必要がある．ライフ

サイクルにおいて，形状，属性，位置が変化しても，

共通 ID を利用すれば，一貫した処理が可能となる．

また，将来は予測できないが，例えば，技術改革に

よる状況変化があったとしても，ID 分岐により一

貫したトレーサビリティを保つことができる． 
さらに，ID は，現実世界と仮想世界を一体化す

る役割を持つ必要がある．図-4 は，現実世界と仮

想世界における ID の役割のイメージ図である．現

実世界のインフラすべての“もの”に，IC タグ，

QR コード，標識などを利用し，ID を付与し，仮想

世界で ID を管理する．このように，ID は，現実世

界のみ，また仮想世界のみに，付与されるのではな

く，これら 2 つを紐づける必要がある． 
図-5 は，データ間においてブリッジデータを置

く必要性をトンネルのライフサイクルデータ管理で

例示したものである．既存施設のように，ライフサ

イクルにおいて共通 ID が付与できていない場合は，

例えば，施工時データと点検時データ間をつなぐブ

リッジデータを作成し，連携させる必要がある．こ

れにより，施工と維持管理時のデータ，さらに，現

実世界と仮想世界を ID で紐づけることが可能とな

り，変状の時系列変化，また原因推定が容易に行え

る． 
 図-3 から図-5 に示すコンセプトをもとに，ライ

フサイクルを通したデータ管理を意識したデータモ

デリングを行う必要があるが，この際には，図-6

に示されるようなアセットマネジメントを意識した

モデリングを行う必要もある．図に示すようにデー

タモデリングを行う際は，企業戦略また維持管理戦

略を考慮したデータ粒度の決定が必須である．なお，

図-6は，トンネル照明装置の例である． 
 

 

設計 施工 維持管理

共通ID
現
実
世
界

仮
想
世
界

ID:1980
ID:2023 現実世界のインフラすべての“もの”にIDを

付ける（ICタグ、QRコード、標識など）

ID:1980 ID:2023
ID 属性

1980 信号A

2023 道路（区間A）

仮想世界でIDを管理する。仮想世界のオブジェク
トと現実世界の“もの”をIDで紐づける。

ID,x,y,z
IDをキーと考え、座標を属性とすると座標を
更新していくことで移動が表現できる。

・現実世界の“もの”の情報をリアルタイムに取
得・発信できれば仮想と現実が一体化する。例え
ば現実空間で“もの”を動かせば仮想空間のオブ
ジェクトも動く。逆も可能となる。
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図-5  IDによるトンネルのクラック管理の例 
 

 

 
 

図-6  アセットマネジメントを考慮したデータモデル・データ管理の必要性 

 

 

4.  まとめ 
 

本小委員会は，社会基盤施設のライフサイクルを

通したデータ管理手法のコンセプトをまとめた．こ

れらコンセプトの詳細化，また，具現化は，令和元

年 6 月に新たに設立されたインフラライフサイクル

情報管理研究小委員会で進める予定である． 

 

インフラモニタリング技術研究小委員会名簿 
小委員長： 

河村 圭   山口大学大学院 

副小委員長： 

 澤田 純之 （株）安藤・間 

平井 秀明 （株）リコー 

山根 裕之  伊藤忠テクノソリューションズ（株） 

委員： 

伊東 広敏  国際航業（株） 

植田 知孝 （株）オリエンタルコンサルタンツ 

大矢  好洋  （株）奥村組 

岡田 慎哉      国土交通省 北海道局 

齋藤 昌司  富士通（株） 

塩崎 正人  三井住友建設（株） 

重高 浩一  復興庁 岩手復興局 
杉崎    光一   （株）ビーエムシー 
鈴木    達郎  国際航業（株） 
田島 僚  （株）大林組 
田中 克則  西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ九州（株） 

前田  典昭   山口大学大学院博士後期課程 

枡見 周彦  JIP テクノサイエンス（株） 

松谷 治  （株）アイペック 

オブザーバ： 

久保寺 貴彦 大阪産業大学 

 

以上，19 名（委員：18 名，オブザーバ：1 名） 
令和元年 5 月現在 

 
 

1

2 3

FACE-1 FACE-2

施工時

JOINT Data
切羽観察における
クラックのリスト

FACE Data
切羽のリスト

1

2
3

SPAN-1 SPAN-2

維持管理時

SPAN Data
セントルのリスト

TUNNEL Data
国内におけるトン
ネルのリスト

CRACK 
Data(2010)

トンネル壁面のひ
び割れのリスト

CLASS1 Data
区画の岩盤評価
（支保工対策）

CLASS2 Data
区画の評価
（補修対策）

仮想世界

現実世界
Bride

CRACK 
Data(2015)

トンネル壁面のひ
び割れのリスト

5年後

Bride

【維持管理戦略】【企業戦略】

【共通部】
（１）資産位置情報： 設置位置情報（①国名②都道府県名③路線名④場所名（管理等施設・上下・坑口前等・Ｋｐ）etc）
（２）資産所属情報： 管理所属（①管理組織・②管理名称・③管理番号）

・
・

・
・

＜広義のアセットマネジメント＞ ＜狭義のアセットマネジメント＞

（各階層は共通化する）

トンネル照明設備第1階層

第2階層

第3階層
(A・B)

トンネル照明灯具

取付金具
（灯具部・設置部）

第4階層
(A・B)

全面ガラス
アンカーボルト

第5階層
(A・B)

ランプ・ソケット
コンクリート

①設計施工データ
初期・補修時・部分更新時

②維持管理データ
点検結果・点検所感等

③解析データ
解析結果・対応計画等

④対応・確認データ
保全（時間保全・事後保全）
点検へのフィードバック

①企業会計
財務会計
管理会計

②目標管理
ＫＧＩ・ＫＰＩ

③組織構成
人的役割
組織構造

④業績評価
性能管理

施工確認

施工改訂

設計改訂

点検手法

補修手法

補修時期

更新時期

補修更新区分

点検結果からの劣化予測を基本に各階層で①～③を
確定して、設備全体（第１階層）に反映させる
①補修更新区分 ②補修時期・手法 ③更新時期

資本測定

減価償却

OPEX

CAPEX

PF

IFRS

BSC

LCC

VFM

減価償却や資本測定からＶＦＭによるＬＣＣ
を①～⑤に展開したＴＱＭに反映させる
①CAPEX/OPEX ②PF ③QGSS
④BSC ⑤IFRS
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